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1,はじめに 

卒業研究のテーマを決める中で、現在住んで

いる岐阜市について関心を持ち、岐阜市を知っ

ていく中で岐阜県の伝統工芸品である岐阜和

傘を初めて知り、岐阜市にはまだあまり知られ

ていない伝統工芸品があるかもしれないと考

え、そこから若い世代や知らない方に岐阜和傘

を知ってもらえる様にデジタルアーカイブを

通して伝えたいと考えた。本研究では、岐阜和

傘の技術と歴史を中心に、岐阜和傘以外の伝統

工芸品と長良川の関係性をアーカイブし、より

多くの人に伝える事が本研究の目的である。 

 

2,研究の方法 

研究対象である岐阜和傘とその他の伝統工

芸品の歴史や技術などの資料を集め、文献調査

を行う。次に、文献調査で分かった事をまとめ、

分析しまとめていく。文献調査だけでなく岐阜

和傘の資料や岐阜和傘に関連する施設などを

実際に訪問し、撮影をさせてもらう。文献調査

や撮影などを基にデジタルアーカイブを作成

し、活用の方法とデジタルアーカイブをする事

の意義を考察、提案する。 

 

3，研究の結果(考察等) 

本研究では、最初に岐阜和傘の歴史やその他

の岐阜市の伝統工芸品の歴史・技術を知る為に

文献調査を行った。そこから分かった岐阜市の

伝統工芸品の共通点として長良川に沿って伝

統工芸品が生まれている事が調査で分かった。 

長良川は、岐阜県北部の大日ヶ岳から南へと

岐阜県内を横断し、三重県桑名市で揖斐川に合

流し、伊勢湾へと流れ込む。全長は166kmで、

流域には、86万人が暮らしている。長良川は江

戸時代では、物流の手段として使われていた。

長良川は、伊勢までたどり着く事から関西から

関東まで荷物を運ぶ事ができ、物流の要として

使われていた。その為、出来た品物や材料など

が手に入れやすい事から長良川の流域で数多

くの伝統工芸品が生まれた。 

その事から、岐阜和傘・岐阜うちわ・岐阜提

灯の関係性が分かった。また、長良川の役割や

歴史を知る事で、岐阜和傘の成り立ちと深く関

係している事が分かった。 

また、文献調査を進めるにあたって岐阜市和

傘の現状の課題点が見えてきた。昨今は、和傘

よりも洋傘が主流となっており、和傘の需要が

減少しており、最近では舞台での小道具や結婚

式の前撮りの小道具として使われる事が多く

なった。そこで若い世代の方にも和傘をより身

近に知ってもらう為にもデジタルアーカイブ

を通して岐阜和傘の歴史と技術を知ってもら

う事が需要だと考える。その為に現在は、岐阜

和傘に関連する場所や施設などを撮影し、ネッ

トに上げる事を行っている。また、文献調査も

並行して行う。 

 

 
図１ 加納城(岐阜市文化遺産デジタルアーカイブ) 

 

4.おわりに 

岐阜和傘の普及の為に様々な取り組みが行

われてきているが、現状はまだ若い世代に「岐

阜和傘」の普及がないと考える。若い世代に「岐

阜和傘」を知ってもらう為にもインターネット

を通して、「岐阜和傘」の普及に努める。Mata, 

関連の場所での撮影が出来ていないので、撮

影を重点的に行いながら、岐阜和傘の歴史や技

術、長良川の伝統工芸品の関連性と歴史の文献

調査を行っていく。 
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